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　「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
を
掲
げ
る
高

市
早
苗
政
権
が
発
足
し
て
は
や
8
カ
月
余

り
。
長
期
・
超
長
期
金
利
は
こ
の
間
、
急

ピ
ッ
チ
で
の
上
昇
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
最
大
の
要
因
は
高
市
政
権
の
財
政
運

営
姿
勢
。
世
界
最
悪
規
模
の
政
府
債
務
残

高
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
運
営
上
の
収

支
目
標
の
位
置
付
け
を
後
退
さ
せ
、
成
長

投
資
と
危
機
管
理
投
資
の
拡
大
に
ひ
た
走

る
。
近
々
、
食
料
品
の
消
費
減
税
に
ま
で

踏
み
込
み
そ
う
な
勢
い
だ
。
他
方
、
安
定

財
源
確
保
の
議
論
は
お
よ
そ
聞
か
れ
な
い
。

　
一
国
の
財
政
運
営
が
危
う
く
な
っ
た
局

面
で
、
中
央
銀
行
が
い
か
に
対
応
す
る
か
、

も
し
く
は
、
あ
え
て
対
応
し
な
い
の
か
は
、

当
該
国
の
財
政
運
営
、
ひ
い
て
は
経
済
運

営
全
体
の
先
行
き
に
決
定
的
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
欧
州
で
は
、
こ
の
十
数
年
の
間
に

そ
う
し
た
事
態
を
何
回
か
経
験
し
て
い
る
。

　
欧
州
債
務
危
機
の
緊
張
が
ピ
ー
ク
に
達

し
た
2
0
1
1
年
秋
に
就
任
し
た
ド
ラ
ギ

総
裁
の
下
、欧
州
中
央
銀
行
（
E
C
B
）
は
、

ト
リ
シ
ェ
前
総
裁
時
代
に
金
融
政
策
運
営

目
的
で
限
定
的
に
行
っ
て
い
た
国
債
買
い

入
れ
を
あ
え
て
止
め
、
異
例
の
大
規
模
な

長
期
の
資
金
供
給
オ
ペ
を
実
施
し
た
。
そ

の
担
保
に
差
し
入
れ
ら
れ
る
各
国
債
の
格

下
げ
が
相
次
ぐ
中
、
E
C
B
は
適
格
担
保

基
準
の
面
で
若
干
譲
歩
し
つ
つ
も
、
ギ
リ

シ
ャ
国
債
は
適
格
外
。
同
国
の
民
間
銀
行

は
オ
ペ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

　
22
年
秋
の
〝
ト
ラ
ス
・
シ
ョ
ッ
ク
〟
の

際
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（
B
O
E
）
で

は
ベ
イ
リ
ー
総
裁
が
長
期
金
利
の
急
騰
を

「
金
融
資
産
の
相
当
な
価
格
再
評
価
」と
し
、

Q
T
（
量
的
引
き
締
め
）
を
止
め
る
理
由

に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
予
定
の
1
カ
月

遅
れ
な
が
ら
11
月
に
英
国
債
の
中
途
売
却

を
開
始
。
ち
な
み
に
、
B
O
E
は
9
月
末

か
ら
年
金
基
金
等
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
調
整
に

応
じ
る
英
国
債
の
買
い
入
れ
オ
ペ
を
実
施

し
た
が
、
あ
く
ま
で
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
目
的
と
い
う
位
置
付
け
で
、
2
週
間
半

の
期
間
限
定
。
23
年
初
め
に
は
そ
の
全
額

を
市
場
に
売
り
戻
し
て
し
ま
っ
た
。

　
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
市
場
金
利
上

昇
が
財
政
運
営
に
起
因
す
る
場
合
に
は
、

安
易
に
国
債
買
い
入
れ
を
行
う
こ
と
は
決

し
て
し
な
い
、
と
い
う
姿
勢
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
当
該
国
の
財
政
の
さ
ら
な
る
悪
化

を
食
い
止
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
か
た
や
日
銀
は
「
長
期
金
利
が
急
激
に

上
昇
す
る
と
い
っ
た
例
外
的
な
状
況
で
は

国
債
買
い
入
れ
の
増
額
等
を
実
施
す
る
」

と
平
然
と
繰
り
返
す
。
金
利
上
昇
の
主
因

が
財
政
運
営
懸
念
な
ら
、
そ
れ
は
財
政
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
ず
、
他

の
主
要
中
銀
と
の
姿
勢
の
差
は
歴
然
。
だ

か
ら
円
安
が
止
ま
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
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